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（3）記入例 知的障害のある B さん（高等部２学年）の場合 
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学年 高等部２学年 生徒氏名 Ｂさん 診断名 知的障害 

＜昨年度末の指導状況＞ 

指導目標 ・経験したことを整理して相手に分かりやすく伝えることができる。 

指導内容 ・その日学習した内容や経験したことを出来事の順序に整理して話す。 

評  価 ・経験したことを順序立てて分かりやすく話すことができた。 

１ 実態把握                   
健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

○うまくいっているところ(興味・関心、得意なこと等)●つまずいている中でもうまくいっているところ(支援があればできる等) 

○作業学習の得意な工程や体育の授業等では、周りの状況を把握し、周囲に声を掛けて協力して取り組む

ことができる。（人、コ） 

○興味関心のあるアニメやお笑い番組などの話題で、身近な友達や教師との会話を楽しむことができる。

（人、コ） 

○就労に対する意欲が高く、作業学習や産業現場等における実習に意欲的に取り組むことができる。（心） 

●不満に感じていることや悩みがある時に、自分から相談できず、不機嫌な態度などで表すことが多い

が、信頼できる教師が丁寧に理由を尋ねると、答えることができるようになってきた。（心、人、コ） 

●友達に間違いを指摘されたり教師に注意を受けたりした際に乱暴な言動が見られることがあるが、教師

が時間をかけて話を聞きながら、その時の状況や生徒の思いなどを文字や図に示して整理すると、納得

することができる。（心、人、コ） 

本人・保護者の願い ・卒業後は就職して自立した生活を送りたい。 

３年後の目指す姿 ・職場で良好な人間関係を築き、意欲的に仕事に取り組んでいる。 

２ 中心的な課題の抽出とその理由 
つまずきの 

背景要因 

・自分の思いや考えを話して「分かってもらえた」と感じた経験が少ないために、自分から言

葉で伝えようとすることをあきらめてしまいがちなのではないか。 

中心的な 

課題 
・様々な状況で、自分の思いや考えなどを言葉で伝えようとすることができる。 

主

な

観

点 

・系統性 

・必要性 

・適時性 

・実現性 

・関連性 

 

理由 

 

・経験したことについて事実を分かりやすく伝えることはできている。 

・就労するためには、仕事上のミスや自身の悩みなどについて言葉で伝える力

や指摘されたことを素直に聞く態度が必要である。 

・納得できない状況では感情的になることもあるが、教師の助言を受け入れる

ことができつつある。 

・自分が伝えたい内容が相手に伝わる経験を積むことで、どんな困難な状況で

も自分の気持ちや考えを周囲の人に伝えようとすることができるようにな

ると考える。 

３ 指導目標の設定 
長期目標 ・様々な場面で思いや考えを自分から教師に言葉で伝えることができる。 

短期目標 ・話し合う活動において、自分の考えを積極的に言葉で伝えることができる。 

４ 目標達成のために必要な内容（項目）の選定  
健康の保持 心理的な安定 人間関係の形成 環境の把握 身体の動き コミュニケーション 

□生活リズムや生活習

慣の形成 

□病気の状態の理解と

生活管理 

□身体各部の状態の理

解と養護 

□障害の特性の理解と

生活環境の調整 

□健康状態の維持・改

善 

□情緒の安定 

□状況の理解と変化へ

の対応 

■障害による学習上又

は生活上の困難を改

善・克服する意欲 

□他者とのかかわりの

基礎 

□他者の意図や感情の

理解 

■自己の理解と行動の

調整 

□集団への参加の基礎 

□保有する感覚の活用 

□感覚や認知の特性に

ついての理解と対応 

□感覚の補助及び代行

手段の活用 

□感覚を総合的に活用

した周囲の状況につ

いての把握と状況に

応じた行動 

□認知や行動の手掛か

りとなる概念の形成 

□姿勢と運動・動作の

基本的技能 

□姿勢保持と運動・動

作の補助的手段の活

用 

□日常生活に必要な基

本動作 

□身体の移動能力 

□作業に必要な動作と

円滑な遂行 

□コミュニケーション

の基礎的能力 

□言語の受容と表出 

□言語の形成と活用 

□コミュニケーション

手段の選択と活用 

■状況に応じたコミュ

ニケーション 

５ 具体的な指導内容の設定 

指導場面 作業学習、生活単元学習、日常生活の指導の時間等 

重

視

し

た

配

慮

点 

☑主体的 

□意欲の喚起 

□進んだ側面 

□環境調整 

☑自己選択・自己決定 

☑学習の意味 

指導内容

と手立て 

・得意な学習活動を中心に、生徒同士で自分の考えを述べたり、相手の意 

見の良いところを認め合ったりする場面を設定する。教師も生徒それぞ

れの意見のよいところを具体的に伝えることで、お互いの意見のよいと

ころに気付けるように配慮する。他者から認められる経験を通して、自

己を肯定的に捉え、自信を持って発言できるようにする。 

・ホワイトボード等を活用し、他の生徒の意見を視覚的に分かりやすく示

すことで、参考にしたり比較したりできるようにする。 

各教科等

との関連 

・「なぜなら」「例えば」などの表現を用いながら、自分の考えとそれを支える理由や事例といっ

た関係性が明確になる文章を書く。（国語科） 
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県 立 今 市 特 別 支 援 学 校 教  諭 鈴 木 敦 子  

県立国分寺特別支援学校 主幹教諭 木 戸 朋 子 副委員長 

県 立 栃 木 特 別 支 援 学 校 教  諭 塚 原 紀美子  

県立南那須特別支援学校 主幹教諭 鈴 木 輝 美 委員長 

総 合 教 育 セ ン タ ー 指導主事 田 上   岳  

                                                                                       

 

 本手引の作成は、栃木県教育委員会事務局特別支援教育室 指導主事 赤堀雅史 が担当した。 

 なお、編集に当たり、栃木県教育委員会事務局から、次の者が参加した。                 
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